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2017年度コラボミュージアム作品づくりコンテスト 

小学校・中学校部門 アピールシート 

平成  ２９ 年   １月  ２３日 

所属名 ：   東京都 渋谷区立代々木山谷小学校 

実践学年組：  第５学年と第６学年の放送委員 

氏名： 細川 卓郎 

 

教科 委員会活動（放送委員会） 

実践期間 平成２９年１１月１日 ～ 平成３０年３月２０日 

実践タイトル（35文字以内） 

いつでもどこでも連絡し合うことができる、放送委員会の活動記録シート 

実践の目的 

・放送内容の予定を記録、確認し、児童と担当教員が相互連絡できるようにする。 

・昼の放送で同じ曲目を流さないように、振り返りやすくする。 

・委員会活動の時間を有効に活用する。 

実践のポイント・工夫 

・毎月の予定をカレンダー型のシートにふせんで記入し、担当者がいつでもどこで

も活動内容を確認できるようにした点。 

・今までは委員会活動の日の前半に行っていた反省を、コラボノート上の反省用ペ

ージに事前に記入してくるよう指導することで、振り返りの時間を省略し、企画

会議の時間を長くとれるようにした点。 

注：本校の委員会活動は５年生と６年生から数名ずつ参加し、月曜日から金曜日ま

での５班編成で活動しています。 

実践内容（簡単に） 

放送委員会活動用ページ 放送委員会の担当をしていますが、音量が小さかった

り、放送内容について連絡したいことがあっても、担任でない学年・学級の児童に

はなかなか連絡ができませんでした。また、委員会活動で毎月の反省を行うときに、

過去の活動記録がないと振り返りに時間がかかってしまうことがありました。そこ

で、普段から活動記録を電子化させることで、相互連絡をスムーズにしました。 

 

（コラボノートを）使用してよかった点を教えてください。 

コラボノートで委員会活動用のページを作ることで、予定の作成や反省、振り返り

などがいつでもできるようになり、担任以外の教員からも連絡を送ることができる

ようになりました。 

また、振り返りの時間が無くなることで、委員会活動での打ち合わせ時間を多く確

保することができました。 

 


